
 「環境経営・ＳＤＧｓの取組に関するアンケート」回答要領  
 
 
１．アンケートの趣旨  

このアンケートは、企業における「環境経営」や「ＳＤＧｓ」の取組状況や考え方などの現状を把握するとともに、今後の川越環境保全連絡協議会、

川越市及びエコアクション21地域事務局さいたまの三者官民連携による施策検討に向けたニーズを把握することを目的に実施させていただくも

のです。 

 

２．アンケート実施主体  

 川越環境保全連絡協議会、エコアクション21地域事務局さいたま、川越市 環境部 環境政策課 

 

３．対象者  

 経営者様、環境部門・ＣＳＲ部門の御担当者様など（川越市外の事業者様も、ぜひ御協力ください。） 

 

４．アンケートの内容  

 次頁以降の「アンケート用紙」にお示しした内容です。 

 

５．回答方法  

次のいずれかの方法で、御回答をお願いします。（回答所要時間は、約10分です。） 

（１） ＷＥＢ（LoGoフォーム）上で、各質問に対する御回答を入力する。 

① 以下のＵＲＬ、または右の二次元コードから回答画面へアクセスしてください。 
 

https://logoform.jp/form/6bSV/1508088 
 

② 画面に表示された各質問に対して、回答項目を選択、または記述をお願いします。 

③ すべての回答が完了しましたら、入力内容を御確認の上、「送信ボタン」をクリックしてください。 

（２） 電子メール 

このファイルをダウンロード。御回答を入力したファイルを電子メールに添付し、川越市環境政策課宛てに送信してください。 

（３） ファクス 

このファイルをプリントアウト。御回答を記入した回答用紙を川越市環境政策課宛てにファクスにて送信してください。 

 

（留意事項） 令和8年４月時点の状況を御回答ください。 

 

６．回答期限  

令和8年7月17日（金） までにお願いいたします。 ※アンケートの回答期間を延長しました。 

 

７．回答の取扱い  

➢ 個別の御回答は、機密情報として厳重に管理し、アンケート事務局以外の者が閲覧することはありません。 

➢ 御回答の内容は、統計的に処理し、回答事業者名が特定されない形で集計・分析の上、回答事業者の皆様にフィードバックするとともに、公表

します。 

 

８．回答送信先・アンケートの回答方法等に関するお問い合わせ先  

 川越市 環境政策課 地球温暖化対策担当 

TEL 049-224-5866（直通）  FAX 049-225-9800 

E-mail kankyoseisaku★city.kawagoe.lg.jp  （@を★に変換して表示しています。） 

最初に「回答要領」を御確認のうえ、2ページ目以降のアンケートに御回答をお願いします。
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貴社が現在取り組んでいる環境の取組を教えてください。（複数選択可）

貴社が環境の取組を推進していく上で抱えている課題を教えてください。（複数回答可）

E-mail （URL)https://logoform.jp/form/6bSV/1508088

◆以下の各質問事項についてお答えください。（回答所要時間は、10分程度です。） 回答期限：令和8年7月17日（金）まで

※選択項目では、該当するものに○をつけてください。

令和８年度 「環境経営・SDGsの取組に関するアンケート」

貴事業者名

御回答者様
（部署名）

左の二次元コードから回
答画面へアクセスしてく
ださい。

（氏名）

電話番号

自社製品やサービスのカーボンフットプリントの算定 高効率エネルギー機器への更新

太陽光発電設備の導入 エコドライブ

１．環境経営の取組について

質問１

温室効果ガス排出量の算定 既存設備の運用改善

カーボンクレジットの購入 廃棄物のマテリアルリサイクル

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問２

再生可能エネルギー電力や低炭素電力の調達 電動車両（ハイブリッド自動車、電気自動車、燃料電池自動車）の導入

カーボンオフセット都市ガスの調達 建物の省エネ化（ZEBの導入など）

従業員への環境教育が十分にできていない 環境のことを考える余裕が無い

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                　　　　　）

質問３ 環境経営に係る認証（ISO14001、エコアクション21、埼玉県エコアップ認証など）について教えてください。（一つ選んでくだ
さい。）

既に認証を取得している （認証制度名：　　　　　　                         　 　　 　　　取得時期：　　　           年度）

新たな環境配慮の取組が思いつかない 取組に要する資金が不足している

取組に関する情報が不足している 知識を持つ人材がいない

取組がマンネリ化している 自社の環境への取組を社会にアピールできていない

２．ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について

質問5 「ＳＤＧｓ」の取組状況について教えてください。（一つ選んでください。）

積極的に取り組んでいる これから取り組んでいく予定である

特に意識して取り組んでいない 何から取り組むべきか分からない

かつて認証を取得していたが、現在は取り下げた（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　　　）

取得する予定は無い（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                    　）

認証取得を検討している（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　                                　　　　　）

質問4 質問3で、「認証取得を検討している」と御回答された事業者様にお聞きします。
環境経営に係る認証について、アンケート事務局より、詳しい御案内をさせていだきます。御案内を希望されない場合は、以下
の欄に〇をつけてください。

案内は希望しない

SDGｓを商品・サービスの価値向上に活用している SDGｓを従業員教育に活用している

SDGｓと自社との関連を社外に情報発信している 特に活用していない

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                            　　　　　　　　）

質問7 現在、貴社が取り組んでいる（取り組もうと考えている）SDGsのゴールはどれですか？
（優先順位の高いもの３つを選んでください。）

自社には関係ない SDGｓを知らない

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                            　　　　　　　　）

質問6 「SDGs」をどのように活用していますか？（複数回答可）

SDGｓを自社の経営方針に組み込んでいる SDGｓを起点に、自社の経営戦略を創出している

（目標4）質の高い教育をみんなに （目標13）気候変動に具体的な対策を

（目標5）ジェンダーの平等を実現しよう （目標14）海の豊かさを守ろう

（目標6）安全な水とトイレを世界中に （目標15）陸の豊かさを守ろう

（目標1）貧困をなくそう （目標10）人や国の不平等をなくそう

（目標2）飢餓をゼロに （目標11）住み続けられるまちづくりを

（目標3）すべての人に健康と福祉を （目標12）つくる責任つかう責任

（目標7）エネルギーをみんなにそしてクリーンに （目標16）平和と公正をすべての人に

（目標8）働きがいも経済成長も （目標17）パートナーシップで目標を達成しよう

（目標9）産業と技術革新の基盤をつくろう 特に無い

◆ WEB上でも回答できます！◆
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３．期待する支援策について

質問8 貴社が「環境経営」や「ＳＤＧｓ」に取り組む上で、どのような支援策を期待しますか？
（優先順位の高いもの３つを選んでください。）

環境経営に関する情報提供 SDGsに関する情報提供

企業向け補助制度・支援制度等の情報提供 セミナー開催機会の充実

他社の先進取組事例に関する情報提供 企業間の交流の機会の設定

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問9 川越環境保全連絡協議会は、事業者間や川越市、エコアクション21地域事務局さいたまなどとの連携を通じ、環境経営やSDGs
に関する情報共有や啓発活動などを行っています。地域ぐるみでの取組をさらに進めていくために、新規会員企業を随時募集
していますので、協議会の詳しい御案内をさせていただいてよろしいですか。

はい いいえ 　

経営リスクを回避するため 経営コストを削減するため

競合他社の差別化、競争力向上につなげるため 技術革新につなげるため

企業イメージ向上につなげるため 補助金や資金調達の面での優位性を得るため

４．環境経営やSDGｓに取り組む意義や目的について

質問10 「環境経営」や「ＳＤＧｓ」に取り組むことの意義や目的について、貴社はどのように考えますか？
（重視するものを３つ選んでください。）

社会的責任として取り組む 採用面での人材獲得につなげるため

売上が向上した 資金調達（融資、補助金など）での優遇を受けられた

対外的なアピールポイントが増えた 自社の課題やチャンスが明確になった

エネルギー使用量や温室効果ガス排出量を削減できた 経営コストを削減できた

従業員のモチベーションアップや組織の活性化につなげるため

ステークホルダーからの要求に対応するため

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問11 これまで「環境経営」や「ＳＤＧｓ」に取り組んできて得られた成果や効果を教えてください。
（複数回答可）

従業員の意識が変わった 取引相手の新規開拓ができた

温室効果ガス排出量の算定 カーボンクレジットの購入

自社製品やサービスのカーボンフットプリントの算定 カーボンオフセット都市ガスの調達

太陽光発電設備の導入 サーキュラーエコノミー

業務の効率化ができた 成果や効果は無かった

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．これからの経営課題について

質問12 貴社が今後、取り組んでいきたいと考える、または興味をお持ちの環境の取組を教えてください。
（複数選択可）

アンケートは、以上です。御協力ありがとうございました。

建物の省エネ化（ZEBの導入など） 生物多様性の保全活動

特に無い その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．自由記入欄

その他、御意見等がございましたら、下記に御記載ください。

再生可能エネルギー電力や低炭素電力の調達 グリーン購入

既存設備の運用改善 エコドライブ

高効率エネルギー機器への更新 電動車両（ハイブリッド自動車、電気自動車、燃料電池自動車）の導入
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